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■ 防災メモ

緊急事態に備え、日頃から非常持ち出し品の準備をしましょう。

懐中電灯
携帯ラジオ（予備電池）
ライター
衣類・タオル

非常食（３日分）
飲料水（３日分）
常備薬
貴重品・保険証

ポリ袋・ロープ等

■ 非常持ち出し品リスト

軍手・マスク
簡易食器
携帯電話・充電器

1 24 282726252322212019181716151413121110987654326362

H19～H28年
平均1,051件S62～H8年

平均765件

H9～H18年
平均1,161件

過去30年(昭和62年～平成28年)における災害発生件数

土砂災害の増加  激甚化・

1 24 282726252322212019181716151413121110987654326362

時間雨量50ｍｍ以上の発生回数

S62～H8年
平均183件

H9～H18年
平均238件

H19～H28年
平均232件

　近年、集中豪雨の発生頻度の上昇に伴い、土砂災
害の発生件数は、増加傾向にあります。土石流は、普
段水が流れていない沢でも発生するため、大雨の
時は厳重な注意が必要です。

＜ 集中豪雨と土砂災害 ＞

■ ■

＜ 集中豪雨と土砂災害 ＞

町 民 の み な さ ん

テレビ
など

報
道
機
関

防災行政無線
（フリーダイヤル）

あんしんメール
緊急速報メール

消防団による
広報活動など

避難勧告
避難指示（緊急）など

避難に関する情報
松 田 町

注意報や警報 土砂災害警戒情報

＜ 情報の伝達経路 ＞

記録的短時間大雨情報（１時間雨量が100㎜を超えた場合）土砂災害警戒情報
注意報や警報のほかにも、次のような情報があります。
※警報などは市町村ごとの発表基準があります。

注
意
報

大雨 洪水

強風雷
警
報

大雨
（浸水害）
（土砂災害）

洪水

暴風

警報の基準をはるかに超える現象
（大雨、噴火、津波など）

特
別
警
報

＜ 警報や注意報などの種類 ＞
参考情報

MAP

動きやすい格好で、2人以
上で避難１

狭い道や水路な
どの近くを避け
て避難

２

家族や地域で助け合いながら、次のことに注意して避難しましょう。

■ 避難時の注意点は？

災害を防ぐためには、日頃からの心得や情報入手の把握が大切です。

非常持ち出し品の準備
（水や食料は最低3日分）１

日頃から自宅周り
の整備や点検をして
おく

２

日頃から気象情報に気
を配る３

日頃から隣近所に
気を配り、避難の際
に助けあえるように
しておく

４

■ 日頃からの備えと情報入手は？

　土砂災害にはがけ崩れと土石流のほか、地すべりという現象もあります。地すべりは斜面がゆっくりと動く現象で、
長期間続くこともあります。
※松田町には地すべりに指定された区域はありません。

地すべり（参考）

・がけ崩れは地下にしみ込んだ雨により、土地の抵
　抗力が弱まり、斜面が急激に崩れ落ちる現象です。

・土砂が長雨や大雨によって、一気に下流へ押し
　寄せる現象です。

　がけ崩れ（急傾斜地の崩壊）や土石流が発生した場合に、住民等の生命や身体に危害が生じると認められた
区域で、土砂災害防止法に基づき県が調査、指定しています。

がけ崩れ（急傾斜地）１ 土石流２

■ 土砂災害警戒区域とは？

　松田町土砂災害ハザードマップは、神奈川県が調査した土砂災害警戒区域 (土石流) (がけ崩れ) の範囲と避難
所や要援護者施設など、土砂災害から身を守るために必要な情報を掲載しています。
　災害から命を守るために、最も大切な「避難」に関する情報と、お住いの地区の詳細なハザードマップを表
面に掲載し、裏面には土砂災害の基礎知識や事前の心構えなどの情報を掲載しています。
　災害が予想されるときは早めに避難し、自らの命を守りましょう。

■ ハザードマップ作成の目的は？


